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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
当
会
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　昨
年
も
、
政
治
経
済
で
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
影
響
す
る
よ
う
な
大
き
な
事
件
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
７
月
ロ
ン
ド
ン
五
輪
開
催
で
日
本
の
メ
ダ
ル
数
が
、

過
去
最
多
の
獲
得
に
な
り
、
競
技
を
通
じ
て
選
手
た
ち
が
、
日
本
国
民
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
、
震
災
以
後
の
閉
塞
感
を
一
気
に
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
生
活
に
直
結
す
る
消
費
税
増
税
法
案
が
８
月
に
成
立
。

　９
月
に
は
中
国
各
地
で
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
反
発
し
て
の
反
日
デ
モ
が
発
生
し
、
日

本
が
抱
え
る
周
辺
諸
国
と
の
領
土
問
題
の
大
き
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
印
刷
業
界
で
の
、
昨
年
の
大
き
な
問
題
は
、
５
月
に
校
正
印
刷
会
社
で
、
従

業
員
や
退
職
者
が
、
相
次
い
で
胆
管
が
ん
を
発
症
し
た
問
題
で
し
た
。
そ
の
後
新
聞
で

大
き
く
報
道
さ
れ
、
我
々
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
有
機
溶
剤
の
化
学
物
質
が
体
に

影
響
が
あ
る
か
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
大
量
の
洗
浄
剤
の
換
気
不
十
分
な
職
場
環

境
で
の
使
用
、
安
全
対
策
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
根
底
に
は
、
日
常
使

用
に
よ
る
慢
心
と
化
学
物
質
へ
の
関
心
の
低
さ
が
原
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　今
回
の
報
道
を
機
に
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、
知
識
の
取
得
、
自
社
の
有
機
溶
剤
、

化
学
物
質
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
動
は
、
将
来
に
向

け
て
の
有
機
溶
剤
中
毒
撲
滅
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　日
常
使
用
に
際
し
て
も
、
洗
浄
剤
の
容
器
に
蓋
を
す
る
と
か
、
使
用
済
み
ウ
エ
ス
を

入
れ
る
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
蓋
を
し
て
お
く
な
ど
の
、
少
し
の
改
善
工
夫
で
、
場
内
放
散
は

抑
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、
印
刷
業
界
の
環
境
対
応
を
、
改
善
工
夫
で
ひ
と
回
り
大
き

な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
安
全
が
担
保
さ
れ
る
職
場

　業
界
へ
と
変

革
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
安
心
安
全
な
職
場
環
境
か
ら
更
な
る
自
社
の
変
革
を

実
践
す
る
に
は
、
改
善
工
夫
と
過
去
の
成
功
や
失
敗
事
例
か
ら
学
ん
だ
体
験
を
、
自
社

の
意
思
決
定
に
生
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　環
境
に
配
慮
し
て
廃
棄
物
の
削
減
に
取
り
組
ん
だ
り
、
資
材
の
最
適
化
を
研
究
し
、

環
境
問
題
を
労
使
間
で
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
る
中

小
印
刷
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　環
境
対
応
は
、
非
常
に
範
囲
が
広
く
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
印

刷
会
社
と
し
て
環
境
対
応
製
品
の
開
発
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
当
会
発
展
の
た
め
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
当
会
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　昨
年
も
、
政
治
経
済
で
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
影
響
す
る
よ
う
な
大
き
な
事
件
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
７
月
ロ
ン
ド
ン
五
輪
開
催
で
日
本
の
メ
ダ
ル
数
が
、

過
去
最
多
の
獲
得
に
な
り
、
競
技
を
通
じ
て
選
手
た
ち
が
、
日
本
国
民
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
、
震
災
以
後
の
閉
塞
感
を
一
気
に
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
生
活
に
直
結
す
る
消
費
税
増
税
法
案
が
８
月
に
成
立
。

　９
月
に
は
中
国
各
地
で
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
反
発
し
て
の
反
日
デ
モ
が
発
生
し
、
日

本
が
抱
え
る
周
辺
諸
国
と
の
領
土
問
題
の
大
き
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
印
刷
業
界
で
の
、
昨
年
の
大
き
な
問
題
は
、
５
月
に
校
正
印
刷
会
社
で
、
従

業
員
や
退
職
者
が
、
相
次
い
で
胆
管
が
ん
を
発
症
し
た
問
題
で
し
た
。
そ
の
後
新
聞
で

大
き
く
報
道
さ
れ
、
我
々
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
有
機
溶
剤
の
化
学
物
質
が
体
に

影
響
が
あ
る
か
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
大
量
の
洗
浄
剤
の
換
気
不
十
分
な
職
場
環

境
で
の
使
用
、
安
全
対
策
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
根
底
に
は
、
日
常
使

用
に
よ
る
慢
心
と
化
学
物
質
へ
の
関
心
の
低
さ
が
原
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　今
回
の
報
道
を
機
に
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、
知
識
の
取
得
、
自
社
の
有
機
溶
剤
、

化
学
物
質
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
動
は
、
将
来
に
向

け
て
の
有
機
溶
剤
中
毒
撲
滅
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　日
常
使
用
に
際
し
て
も
、
洗
浄
剤
の
容
器
に
蓋
を
す
る
と
か
、
使
用
済
み
ウ
エ
ス
を

入
れ
る
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
蓋
を
し
て
お
く
な
ど
の
、
少
し
の
改
善
工
夫
で
、
場
内
放
散
は

抑
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、
印
刷
業
界
の
環
境
対
応
を
、
改
善
工
夫
で
ひ
と
回
り
大
き

な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
安
全
が
担
保
さ
れ
る
職
場

　業
界
へ
と
変

革
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
安
心
安
全
な
職
場
環
境
か
ら
更
な
る
自
社
の
変
革
を

実
践
す
る
に
は
、
改
善
工
夫
と
過
去
の
成
功
や
失
敗
事
例
か
ら
学
ん
だ
体
験
を
、
自
社

の
意
思
決
定
に
生
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　環
境
に
配
慮
し
て
廃
棄
物
の
削
減
に
取
り
組
ん
だ
り
、
資
材
の
最
適
化
を
研
究
し
、

環
境
問
題
を
労
使
間
で
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
る
中

小
印
刷
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　環
境
対
応
は
、
非
常
に
範
囲
が
広
く
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
印

刷
会
社
と
し
て
環
境
対
応
製
品
の
開
発
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
当
会
発
展
の
た
め
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　平
成
二
十
五
年
一
月
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4
月
20
日
（
金
）に
正
会
員
25
名
の
出
席
で

ホ
テ
ル
阪
神
に
於
い
て
総
会
を
開
い
た
。

　
定
刻
午
後
6
時
に
中
川
総
務
委
員
長
の
司

会
に
よ
り
開
会
が
告
げ
ら
れ
、
は
じ
め
に
松
本

会
長
が
「
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
た
時
に
会
社

と
し
て
ど
う
対
処
す
る
か
或
い
は
そ
こ
に
ど
の

よ
う
な
存
在
価
値
、
存
在
意
義
を
持
つ
か
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。組
合
活
動
も
同
じ

で
福
島
支
部

の
存
在
意
義

を
考
え
て
い

く
時
だ
と
思

う
。本
日
の

総
会
で
事
業

計
画
、
予
算

等
ご
審
議
い

た
だ
き
、
皆

　
大
阪
福
島
印
刷
工
業
会
の
平
成
24
年
新
年

互
礼
会
は
、
1
月
13
日
ホ
テ
ル
阪
神
に
33
名
の

正
会
員
、
賛
助
会
員
、
来
賓
が
集
い
開
催
さ

れ
た
。

　
初
め
に
松
本
会
長
が
「
去
年
は
東
日
本
大
震

災
や
台
風
な
ど
非
常
に
災
害
の
多
い
年
で
し

た
。
業
界
全
体
も
影
響
を
受
け
よ
り
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
今
年
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
の
は
人
材
教
育
で
す
。
見
て
覚
え

さ
す
の
で
は
な
く
し
っ
か
り
教
え
て
育
て
る
。
相

手
を
思
い
や
る
心
と
率
先
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
出
来
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
社
員
が
育

つ
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た

い
。
皆
さ
ん
も
出
来
る
だ
け
声
掛
け
を
し
て
社

員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
次
に
西
井
理
事
長
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
続
い
て
来
賓
の
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
副

理
事
長
吉
賀
文
雄
様
に
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
。

　
吉
賀
氏
は
、
支
部
の
協
力
に
感
謝
を
述
べ
ら

れ
、
福
島
支
部
か
ら
互
礼
会
出
席
者
に
配
布
し
た

「
印
刷
産
業
経
営
羅
針
盤
」
の
説
明
で
「
羅
針

盤
と
い
う
名
の
通
り
会
社
の
方
向
性
を
示
す
た
め

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
自
社
を
分
析
し
経

営
状
況
を
知
る
、
自
社
を
数
値
化
す
る
こ
と

と
、
こ
の
度
作
成
し
た
「
業
態
変
革
実
践
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
用
い
て
社
員
と
一
緒
に
経
営
目
標
や
経

営
理
念
を
立
て
て
会
社
の
方
向
性
を
考
え
て
頂

き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
新
入
会
員
の
工
文
社
様
が
欠
席
の
た

め
入
会
の
報
告
だ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
講
師
に

中
川
實
千
枝
氏
を
招
い
て
「
表
情
改
善
セ
ミ
ナ

ー
」
に
移
っ
た
。

　
第
一
印
象
の
8
割
が
外
見
。
そ
の
中
で
も
表
情

は
重
要
で
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
声
に
も
張
り
が

出
て
好
感
度
も
U
P
す
る
と
い
う
こ
と
で
30
分
間

表
情
筋
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
徳
田
前
会
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
移
り
、
歓

談
を
は
さ
ん
で
経
営
教
育
委
員
会
に
よ
る
恒
例
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。
一
等
賞
品
の
高
級
牛
肉

を
狙
っ
て
会
員
か
ら
の
「
リ

ー
チ
」
の
コ
ー
ル
に
も
力
が

入
っ
て
い
た
。
当
た
っ
た
賞

品
を
手
に
す
る
会
員
の
笑

顔
は
春
一
番
の
小
さ
な
幸

福
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
西
田
副
会
長
が
中
締
め

の
挨
拶
を
行
い
三
本
締
め

の
手
打
ち
で
午
後
9
時
前

に
お
開
き
と
な
っ
た
。

で
考
え
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。続
い

て
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
西
井
理
事
長
か
ら

の
祝
電
が
披
露
さ
れ
審
議
に
移
っ
た
。

　
谷
口
副
会
長
か
ら
平
成
23
年
度
行
事
報
告

の
後
、
松
本
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
審
議

に
入
っ
た
。平
成
23
年
度
決
算
報
告
（
髙
木
会

計
次
長
）、
会
計
監
査
報
告（
阿
野
監
査
役
）、

平
成
24
年
度
事
業
計
画
案
（
髙
木
副
会
長
）、

規
約
改
正
案（
松
本
会
長
）、
平
成
24
年
度
予

算
案
（
谷
口
副
会
長
）が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
期
に
当
た

る
の
で
谷
口
副
会
長
よ
り
経
緯
の
説
明
と
、
松

本
会
長
の
再
任
承
認
の
上
程
が
あ
り
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。そ
の
後
、
松
本
会
長
就
任

挨
拶
、
新
役
員
及
び
委
員
に
委
嘱
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
た
。続
い
て
、
福
井
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
委

員
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
ら
れ
、
協
賛
会
社
連

絡
先
確
認
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。最
後
に
緑

青
会
宮
田
会
長
か
ら
青
年
会
の
活
動
報
告
が

あ
り
、閉
会
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
大
印
工
組
の
井
下
常
務
理
事
か
ら

ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
大
島
幹
事
の
乾
杯
で
懇
親

会
を
行
っ
た
。歓
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
後
、

こ
れ
か
ら
の
行
事
の
案
内
が
あ
り
午
後
9
時

に
西
田
副

会
長
の
一

本
締
め
で

お
開
き
と

な
っ
た
。

新
年
互
礼
会

定
時
総
会

平
成
24
年
4
月
20
日
（
金
）

ホ
テ
ル
阪
神

平
成
24
年
1
月
13
日
（
金
）

ホ
テ
ル
阪
神

　エ
メ
ラ
ル
ド

挨
拶
さ
れ
る 

松
本
会
長

表
情
改
善
セ
ミ
ナ
ー

松本会長

大印工組の井下常務理事



松本会長セミナー講師　森祐司氏
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　本
年
度
の
定
期
健
康
診
断
と
有
機

溶
剤
の
法
定
特
殊
検
診
を
福
慈
会
ク
リ
ニ
ッ

ク
様
の
ご
協
力
に
よ
り
7
月
19
日
（
木
）に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　本
年
は
受
診
場
所
の
提
供
を
谷
口
印
刷
紙

業
株
式
会
社
様
・
株
式
会
社
高
木
新
盛
堂
様
・

全
版
株
式
会
社
様
3
社
に
協
力
し
て
頂
き
、

参
加
企
業
6
社
、
53
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。従
業
員
の
定
期
健
康
診
断
と
は
、
企
業

が
労
働
者
に
対
し
て
定
期
的
に
受
診
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
健
康
診
断
で
す
。こ
れ
は
労

働
安
全
衛
生
法
お
よ
び
労
働
安
全
衛
生
規
則

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。事
業
者
が
実

施
を
怠
っ
た
り
、労
働
者
が
受
診
を
拒
ん
だ
り

す
る
と
、
企
業
側
が
法
的
処
分
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。企
業
は
従
業

員
の
健
康
状
態
を
把
握
・
管
理
す
る
義
務
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
行
う
の
が
定
期
健
康
診

断
で
す
。特
に
今
年
は
新
聞
で
承
知
の
通
り

大
阪
の
印
刷
校
正
会
社
で
洗
浄
剤
が
原
因
と

思
わ
れ
る
胆
管
ガ
ン
発
生
の
報
道
が
あ
り
、

業
界
を
あ
げ
て
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
対
策
と

有
機
溶
剤
特
殊
健
康
診
断
の
受
診
の
徹
底
と

作
業
環
境
測
定
の
実
施
が
義
務
つ
け
ら
れ
て

い
る
事
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

又
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
よ
り
全
印
刷

業
者
に
化
学
物
質
管
理
に
関
す
る
調
査
票
が

配
布
さ
れ
、
問
題
あ
り
の
事
業
場
に
は
監
督

指
導
や
個
別
指
導
が
あ
る
と
の
情
報
が
あ
り

ま
す
。大
阪
福
島
印
刷
工
業
会
の
会
員
に
お

い
て
は
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
定
期
健
康
診
断

を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
従
業
員
の
健

康
管
理
に
役
立
た
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

職
業
性
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
有
所

見
と
な
っ
た
状
態
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。事
業
者
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事

項
と
し
て
健
康
診
断
に
異
常
の
所
見
が
あ
る

方
に
は
、医
師
の
意
見
を
勘
案
し
、作
業
の
転

換
、
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
就
業
上
の
措
置

を
実
施
す
る
。定
期
健
康
診
断
結
果
を
働
く

方
へ
確
実
に
通
知
す
る
。健
康
診
断
の
項
目

に
、
異
常
の
所
見
が
あ
る
方
な
ど
健
康
の
保

持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
方
に
つ
い
て
、医
師

や
保
健
師
に
よ
る
栄
養
改
善
、
運
動
等
の
保

険
指
導
を
行
い
、
働
く
方
自
身
も
保
険
指
導

を
利
用
し
て
、
そ
の
健
康
の
保
持
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　企
業
に
お
い
て
も
従
業
員
の
健
康
管
理
は

企
業
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
毎
年

必
ず
定
期
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
、
従
業
員

の
健
康
状
態
を
把
握
し
健
康
維
持
の
た
め
の

適
切
な
指
導
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　労
務
・
環
境
委
員
会

　貞
宗
伸
二 
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　3
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　福島・北親支部合同セミナーは6月21日
（木）大阪府商工会館に 113 名が参加して
開催された。
　講師に有限会社ザッツの代表取締役社
長 森祐司氏を迎え「デジタル化の流れを
見据えて取り組むべき課題」と題し講演
して頂いた。
　森氏は印刷業界の現状を、紙からデジ
タルへの移行は避けては通ることででき
ないものになっていくでしょう。もちろ
ん紙が無くなる事はないと思うが、紙に

新しい付加価値を付けて仕事に取り組
むことが必要だと、デジタル化の現状を
具体的に話された。
　デジタルデバイス面については、アップ
ル社が開発・提供するオペレーションシ
ステム iOS を搭載する iＰａｄ、ｉＰｏｎ
ｅ、ｉＰｏｄや、オペレーションシステム
Android（アンドロイド）を搭載したス
マートホンやタブレット型ＰＣなどの携帯
端末が一般市民の間で急速な広がりを見
せている。
　電子書籍への対応を迫られている出版
業界では、電子書籍の数もまだまだ少な
く、あまり商売になっていないのが現状で
す。また電子書籍化のツールやフォーマッ
トも色々あり何が残っていくのかも分か
りづらい状況だと話された。
　ツールやフォーマットとして紹介され
たのは、アドビシステムズ社が開発した電
子文書のファイル形式「PDF」、読みたい部
分をタップすると記事がホップアッブし
て、その枠の中でテキストがスクロールで
きる「MC Magazine」、Mac  App Storeから
無料でダウンロードできる「iBook 
Author」、米国の電子書籍の標準化団体の
１つである国際電子出版フォーラムが普
及促進する「EPUB」、さらには、Adobe 
Cloud で 提供予定の「Adobe　Digital 

Publishing Suite」などでした。
　講師の森氏は最後に、新しい分野への
取り組みには人的スキルアップが重要
で、特にウェブページがスクリーンに表
示される際の色・サイズ・レイアウトな
どの表示スタイルを指定することができ
る「ＣＳＳ」のスキル、ウェブページ内の
各要素の意味や情報構造を定義するとき
の「HTML」のスキル、動画や音声、パノラ
マなどの製作スキル、さらにはプログラ
ムの知識が求められると話された。
　私たち印刷業者が編集技術や編纂デー
タを持っている強みを生かして、今後ど
のように勝ち残っていくのか、課題は山
積しているように感じられた講演会でし
た。
　最後に松本直樹福島支部支部長が代表
して講師に謝辞を述べ午後８時散会と
なった。

参加者　113 名
　大阪府商工会館　午後６時１５分



挨拶される松本会長開会宣言をされる髙木運営委員長

〒553-0002　大阪市福島区鷺洲2丁目5番30号
TEL.（06）6451-1051（代表）　FAX.（06）6451-3386

http://www.murataprinting.co.jp

新しい技術とアイディアを結集して
前進する印刷紙器の一貫メーカー



 

　
第
9
回
懇
親
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
が
8
月
2
日
（
木
）

に
ホ
テ
ル
阪
神
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

2
4
0
名
で
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
が
そ
の
分
、

座
席
や
通
路
に
余
裕
の
あ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
が
出
来
、

ホ
テ
ル
の
食
事
と
併
せ
て
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

に
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
6
時
30
分
に
総
合
司
会
の
荒
川
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

運
営
副
委
員
長
を
中
心
に
若
山
委
員
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
冨
田
さ
ん
の
司
会
で
開
会
し
、
松
本
会
長
・
髙
木

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
運
営
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
会
員
、
従
業
員
、
ご
家
族
、
協
賛
会
社
に

感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ブ
ッ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
も
始
ま
り
ま

す
。今
年
は
音
楽
ラ
イ
ブ
と
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
で
、

第
一
部
は
「
懐
メ
ロ
特
集
」
や
お
馴
染
、
宮
田
氏
と
の

デ
ュエッ
ト
と
S
a
k
i
さ
ん
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
。
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
初
め
て
見
る
方
も
多
く
、
妖
艶

な
ダ
ン
ス
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選

会
で
は
ホ
テ
ル
阪
神
の
ラ
ン
チ
券
・
デ
ィ
ナ
ー
券
を
は
じ

め
、
タ
イ
ガ
ー
ス
グ
ッ
ズ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
景
品
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
3
回
目
に
な
る
西
潟
さ
ん
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ベ
リ

ー
ダ
ン
サ
ー
S
a
k
i
さ
ん
と
お
知
り
合
い
と
い
う
こ
と

で
演
出
も
お
任
せ
し
、
第
二
部
で
は
西
潟
さ
ん
の
歌
で

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
雰
囲

気
の
違
う
ス
テ
ー
ジ
に
飽
き
る
こ
と
な
く
特
に
男
性
は

釘
付
け
状
態
で
し
た
。

　
楽
し
い
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、8
時
50
分
に
西
田

副
会
長
の
中
締
め
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
第
10
回
を
迎
え
ま
す
の
で
、
よ
り
楽
し
く
、

よ
り
懇
親
が
深
ま
る
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
と
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 
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10
月
6
・
7
日
に
秋
季
懇
親
旅
行
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
、
26
名
の
参
加
が
有
り
、

鉄
道
を
利
用
し
て
松
山
道
後
温
泉
へ
。
両
日
は
、

大
変
天
候
に
も
恵
ま
れ
良
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
日
目

　
午
前
8
時
半
の
集
合
に
誰
一
人
遅
れ
る
こ
と
も
な

く
、
9
時
に
新
大
阪
を
出
発
し
、
岡
山
か
ら
在
来

線
に
乗
り
継
ぎ
、
瀬
戸
大
橋
か
ら
瀬
戸
内
沿
い
を

走
り
、
松
山
へ
到
着
し
た
の
は
、
1
時
半
過
ぎ
で
し
た
。

（
車
内
で
昼
食
の
駅
弁
を
食
べ
ま
し
た
。）
そ
れ
か

ら
ホ
テ
ル
に
荷
物
を
置
き
観
光
組
と
温
泉
地
散
策

組
に
分
か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。

　
観
光
組
は
、「
伊
予
か
す
り
会
館
」（
か
す
り
の

製
造
工
程
な
ど
を
見
学
）、「
正
岡
子
規
記
念
博

物
館
」（
子
規
の
生
涯
の
ビ
デ
オ
や
遺
品
な
ど
を
見

学
）
そ
し
て
四
国
は
八
十
八
札
所
の
五
十
一
番
目
の

石
手
寺
を
お
参
り
し
ま
し
た
。

　
散
策
組
は
、
駅
前
の
「
か

ら
く
り
時
計
」
や
地
元
の

酒
蔵
や
商
店
街
を
巡
り
、

道
後
温
泉
本
館
で
の
入
浴

な
ど
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
6
時
半
よ
り
荒
川
厚
生

委
員
長
の
司
会
で
懇
親
が

始
ま
り
ま
し
た
。
松
本
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
谷
口

副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
と
と
も
に
美
味
し
い
料
理
、

お
酒
も
進
む
中
、
ご
当
地
の
名
品
を
賞
品
に
取
り

揃
え
た
懇
親
旅
行
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
懇
親
会
終
了
後
の
ホ
テ
ル
内
で
の
松
山

太
鼓
の
演
奏
会
は
、
迫
力
が
あ
り
素
晴
し
か
っ
た
で
す
。

　
2
日
目

　
今
朝
は
、
道
後
温
泉
駅
前
で
松
山
地
祭
（
当
日
、

市
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
）
を
見
学
。

朝
6
時
に
神
輿
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
「
神
輿
の

け
ん
か
祭
」
は
、
凄
く
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

道
後
の
名
物
、
本
館
の一
番
太
鼓
の
音
が
、
祭
の
活

気
に
消
さ
れ
て
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
し
た
。

　
朝
食
後
、
9
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
道
後
温
泉

か
ら
坊
ち
ゃ
ん
列
車
に
乗
り
、
松
山
の
中
心
地
に
近

い
大
街
道
へ
。
駅
近
く
の
「
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
を
見
学
後
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
「
四
国
一
の
名
城

松
山
城
」
へ
。
松
山
城
の
天
守
閣
か
ら
は
、
市
内
地

を
一
望
で
き
、
大
変
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。
城

山
を
下
山
後
、
バ
ス
で
昼
食
場
所
ま
で
移
動
。
そ
し

て
松
山
駅
で
最
後
の
自
由
時
間
を
過
ご
し
た
後
、
3

時
半
頃
、
楽
し
か
っ
た
松
山
の
町
を
後
に
し
て
午
後

7
時
過
ぎ
帰
阪
、
新
大
阪
駅
構
内
で
無
事
解
散
と

な
り
ま
し
た
。
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く
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委
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会
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ミ
ナ
ー

も
の
づ
く
り
委
員
会
セ
ミ
ナ
ー

　平
成
24
年
11
月
9
日（
金
）ホ
テ

ル
阪
神
に
於
い
て
午
後
7
時
よ
り

「
デ
ザ
イ
ン
編
」
の
セ
ミ
ナ
ー
が
正
会

員
・
賛
助
会
員
合
わ
せ
て
13
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
1
部
「
M
U
D

作
品
の
解
説
・
こ
れ
か
ら
の
M
U
D

の
取
り
組
み
」
第
2
部
「
日
本
と
ア

メ
リ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
」
の

2
部
制
で
行
わ
れ
た
。

　第
1
部
で
は
M
U
D
グ
ラ
ン
プ
リ

を
2
度
受
賞
さ
れ
た
株
式
会
社 

遊

文
舎
さ
ん
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
3
名
を

招
い
て
コ
ン
セ
プ
ト
、
プ
ロ
セ
ス
、

注
意
点
な
ど
を
実
際
に
作
成
し
た
立

場
か
ら
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
配

色
や
M
U
D
フ
ォ
ン
ト
、
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
、
S
P
コ
ー
ド
の
併
用
に
よ
っ

て
「
誰
も
が
公
平
に
見
て
、
触
れ
て
、

使
用
で
き
る
こ
と
が
目
的
」
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
方
を
勉
強
し

た
。　第

2
部
で
は
ア
メ
リ
カ
で
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
学
ば
れ
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
10
年
活
躍
さ
れ
た
松
尾
彩
氏

を
講
師
に
、
作
品
を
提
示
し
て
も
ら

い
な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
、
感
じ
た
こ
と
は
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
要
望
に
応
え
る
デ
ザ
イ
ン
と
そ

れ
を
実
現
す
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
正
直
、

印
刷
会
社
泣
か
せ
の
作
品
が
多
く
、

複
雑
な
も
の
は
手
作
業
で
な
い
と
対

応
で
き
な
い
し
、
コ
ス
ト
や
時
間
の

制
限
が
厳
し
い
日
本
で
は
展
開
が
難

し
い
よ
う
に
思
え
た
。し
か
し
な
が
ら
、

紙
質
や
折
方
、
シ
リ
ー
ズ
化
、
表
面

加
工
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
提
案
し
、

リ
サ
ー
チ
を
繰
り
返
し
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
の
距
離
を
縮
め
て
い
く
過
程

は
、
大
変
参
考
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
っ
た
。

　今
回
、
M
U
D
が
視
覚
を
中
心
に

「
誰
も
が
公
平
に
」
と
い
う
観
点
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
第
2
部
で
特
定

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
絞
り
込
み
、
色
彩

と
デ
ザ
イ
ン
性
、
触
感
を
重
視
し
た

作
品
の
両
方
の
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
出

来
て
、
こ
れ
を
対
比
さ
せ
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
各
社
の
得
意
先
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
大
き
な
ヒ
ン
ト

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　緑
陰
講
座
が
9
月
8
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
「
武
田
尾
温

泉

　紅
葉
館

　別
邸
あ
ざ
れ
」
に

於
い
て
、
労
務
・
環
境
委
員
会
と

経
営
教
育
委
員
会
の
合
同
開
催
で

17
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　大
島
労
務
・
環
境
委
員
長
の
司

会
で
開
会
し
、
最
初
に
松
本
会
長

が
挨
拶
を
行
い
「
会
員
の
参
加
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
本
日
は
身

近
な
テ
ー
マ
に
設
定
し
ま
し
た
の

で
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
役
立

つ
も
の
に
な
る
よ
う
勉
強
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　講
師
に
エ
イ
チ
・
ア
ー
ル
・
エ
ム
・

オ
フ
ィ
ス
取
締
役
社
長
の
中
尾
文

彦
氏
（
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

労
務
担
当
顧
問
）
を
迎
え
「
年

金
に
つ
い
て
」
と
題
し
１
時
間

30
分
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　公
的
年
金
は
み
ん
な
が
加
入
し

支
え
あ
う
制
度
で
、「
基
礎
年
金
」

「
厚
生
年
金
な
ど
」
の
二
階
建
て

に
な
っ
て
い
る
。「
基
礎
年
金
」
は

た
く
さ
ん
保
険
料
を
納
め
て
い
て

も
支
給
額
は
平
均
化
さ
れ
大
差
は

な
い
の
で
、「
厚
生
年
金
」
や
「
民

間
の
個
人
年
金
」
の
上
乗
せ
部
分
、

定
年
後
の
収
入
な
ど
し
っ
か
り
し

た
老
後
設
計
が
必
要
で
あ
る
。
経

営
者
側
か
ら
み
る
と
来
年
か
ら
は

61
歳
ま
で
年
金
の
支
給
が
無
く
な

る
の
で
再
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
が
減

る
。
政
府
の
方
針
や
給
付
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
等
に
よ
り
変
化
し
て

い
く
の
で
、
雇
用
形
態
の
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
く
。

　ま
た
、「
大
阪
府
の
印
刷
工
場

に
お
け
る
疾
病
災
害
」
災
害
調
査

報
告
書
か
ら
胆
管
が
ん
発
症
と
印

刷
業
務
の
因
果
関
係
と
我
々
が
取

り
組
む
べ
き
問
題
、
労
災
保
険
に

つ
い
て
も
説
明
い
た
だ
い
た
。

　講
演
が
終
了
す
る
と
源
泉
か

け
流
し
の
温
泉
に
つ
か
り
、
小

林
経
営
教
育
委
員
長
の
司
会
で

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
初
参
加

の
㈱
全
版
吉
岡
社
長
、
賛
助
会

員
㈱
シ
オ
ザ
ワ
さ
ん
、
㈱
宗
次

さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
料
理
家

神
田
川
俊
郎
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

の
料
理
を
楽
し
み
、
夕
刻
5
時

30
分
西
田
副
会
長
の
中
締
め
で

散
会
と
な
っ
た
。



2･4･6班 合同懇談会
と　き  12月7日金曜日 午後6時30分
ところ  かに道楽梅田店
参　加  13名参加

1･3･5班 合同懇談会
と　き  11月16日金曜日 午後6時30分
ところ  かに道楽梅田店
参　加  14名参加

　１２月７日（金）午後６時３０分より、かに道楽梅田店に於いて
２･４･６班の合同懇談会が１３名の参加で開催された。
　６班の㈱ロンド工房　荒川社長の司会で始まり、最初に
松本会長が挨拶を行い本部報告・支部行事の連絡事項が
あった。また、衆議院議員総選挙前ということもあり、会長が
思われた今年一年の世相を現す漢字として「乱」を上げられた。
　２班の中外産業㈱　徳田社長の乾杯のご発声で、まさに
乱世の時代を生き抜く、たくましい人達の集まりに乾杯と力強く
始まり、かに料理を食べながら歓談に入った。
　暫く宴が進み今回のテーマ「リスク管理」・「有機溶剤の
管理」の話題にて、各社の意見発表へと移った。　特に今年
は胆管がんの話題が世間を賑わした影響もあり、各社「有機
溶剤の管理」の話題に意見発表が集中した。
　労働基準監督署が訪問に来た会社、健康診断にて確認
した会社、管理セミナーに参加した会社、風評被害を受けた
会社などの話しがあり、各社それぞれの対応策を発表され、
管理には問題が無かったということを話された。
　活発な意見交換と親睦を深め、午後８時３０分に西田副
会長の中締めでお開きとなった。

　1 班 ,3 班 ,5 班の合同班別懇談会は 11月16日か
に道楽梅田店に14名が参加して開かれました。
　竹本誠二班長の司会で、最初に松本直樹会長は組合
本部と支部との関係強化の必要性と、胆菅がん問題など
に代表される企業のリスク管理の重要性を挨拶の中で
訴えられました。
　岩橋昭氏の乾杯の発声で、料理とお酒を楽しみ和やか
な懇談が始まりました。
　今回の懇談会のテーマである企業のリスク管理につい
ては中川敏之副会長の進行で話し合いました。
　胆管がん問題では、従業員に会社の経費負担でがん
検診を受けてもらい健康への不安を払拭した会社や、産
業医と共に職場の健康衛生管理を見直した会社が有りま
した。
　また換気の改善やクリーンルームの設置など職場環境
の改善を図ったり、有機容剤取扱主任者の選任を新たに
行った会社も数社有りました。
　得意先へのリスク管理では売上が特定の会社に偏らな
い様に注意している、与信管理を強化していると発言され
た会社も多く見受けられました。
　懇談会は活発な討論で大いに盛り上がり、午後８時
髙木茂男副会長の中締めで散会となりました。



コーナー

　今年の秋の鳴尾CCは、パー 70、コースレート70.3
と非常に高難易度なコースで、特にグリーンは周りの
ガードバンカーに高低差があり、今では珍しい高麗芝の
速いグリーンで、グリーン自体も小さく、球がよく転がり、
なれない環境で皆様苦労されました。
　バーディを取った方はなく、パーを取った方は 3 名、
ワンオンの方は 2 名という結果で、その中でハンデに
恵まれた方とローハンデの方、3名が上位となりました。
　なお、ベストグロススコアは春秋ともに大中氏でした。

GF会は有志で年２回ゴルフコンペを開催しています。
今年度春は三木よかわCC、
秋は鳴尾CCで行われました。

　5 月 27 日 ( 日 ) にファミリーハイキングを開催した。
毎年11月に開催しているが、秋の懇親旅行と日程が近い
ので、今回は春のハイキングとなった。
　当日は晴天になり、山の新緑を楽しもうと19 名が阪神
西宮駅に 9 時 45 分に集合。路線バスに乗り鷲林寺で
下車。そこから約一時間半「奥池遊びの広場」へ向かって
ハイキングコースを歩いた。
　秋に歩いている道も季節が変わると木の葉の色や空気、
森が育っていく活力のある様子が感じられた。登りが続
くと気温が高い為か直ぐにペースダウンしたが、木陰の
涼しさと川のせせらぎが耳に心地よく響いた。

　小学生に負けないよう
頑張り、12 時頃に「奥
池遊 び の 広 場」に 到
着。昼食のバーベキュー
の準備をしていただいた
厚生委員と合流し、小さ
なお子さんと車で来られ
た家族を含め、総勢 28
名で乾杯 !　到着してす
ぐビールとバーベキュー
がいただけて皆さん上機
嫌。3 時頃まで日頃お話
しすることが無い奥様や
お父さんそっくりの子どもさんたちと炭火を囲みながら
楽しいひと時を過ごすことが出来た。

2012年5月27日（日）　　参加者 28名ファミリーハイキングファミリーハイキング

平成２４年６月９日

優　勝　大中英義
準優勝　小林生男
３　位　宮田素次

平成 24年 12月１日

優　勝　植村裕喜
準優勝　大中英義
３　位　小林誠造



次
世
代
座
談
会

次
世
代
座
談
会

　２０１２年８月、大阪市淀川区塚本の「豚とん
拍子」にて、若手会員による懇親会が開催された。
参加したのは、株式会社髙木新盛堂の髙木雅章、
株式会社谷口印刷の谷口和宏、株式会社啓文
社の大中將寛、株式会社ロンド工房の荒川翔太、
の４名。
全員が会員の２世、３世であり、入社時期や年
齢も近いことから交流を持とうと谷口氏の音頭に
より開催されたものである。

　当日はお互い初対面の会員同士もいたが、近
い環境にいるが意外とお互いの会社の業務を
知らない、ということもあり、相互の事業における
長所や悩みなどを情報交換し、今後のコラボレー
ションへの展開を期待させる内容であった。

　紙媒体の需要減への危機感は皆が共有して
持っており、特に啓文社で展開している AR 技
術を利用した広告は IT 技術と紙媒体を融合させ
た新しいビジネスとして皆が興味をもっていた。

　それぞれが持つ技術を生かしながら、時代に
あったビジネスを興していけるよう互いに刺激し合
いながら業界を盛りあげていこうということで一致
した。
　また、２世、３世であるが故の悩みなど、共有
できる想いもあり、美味しい食事とお酒の力も働
いて、夜遅くまで新鮮で有意義な議論が展開さ
れた。
　今回は縁あって４名の参加からスタートしたが、
近い年代、境遇の会員の方もまだまだ多くおられ
ると思われる。ぜひ、次回はより多くの会員で懇
親会を開催したい。
　　　　　株式会社ロンド工房　荒川翔太

大阪福島印刷工業会は今年度下記の新入会員と賛助会員を

迎えることができました。今後ともよろしくお願いします。

株式会社グーグロス　代表者　長瀬　直 様
大阪市北区中津 5-2-9

三和化学株式会社　代表者　武藤　 一 様
大阪市東成区深江北 2-15-1

新入会員・賛助会員紹介

新入賛助会員新入会員



1 月 25 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 6 名　　　　来期人選、委員長会議など
2月 22 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 6 名　　　　24 年度事業計画・予算など
3月 7日(水) 　三役、役員、委員長会議 /ホテル阪神 　  12 名　　　　会長選出承認・事業計画など
3月 28 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 7 名　　　　総会、事業計画など
4月 12 日(木) 　全体会議 /ホテル阪神　　   　  22 名　　　　総会など
5月 16 日(水) 　三役、委員長会議 /ホテル阪神 　 　9 名　　　　各委員会事業計画など
6月 13 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 5 名　　　　北親合同セミナー、ビアパーティなど
7月 25 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 5 名　　　　プリオ、緑陰講座など
9月 19 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 5 名　　　　胆管がん、全体会議、旅行など
10 月 17 日(水) 　全体会議 /ホテル阪神　　   　  15 名　　　　ホームページ、ピーマン 5、報告事項など
11 月 7 日(水) 　三役会 / る主人 　　   　　 6 名　　　　ものづくり委員会、班別懇談会、ピーマン 5など
12 月 21 日(金) 　三役会 / る主人 　　   　　 6 名　　　　新年互礼会など

　
日
頃
よ
り
緑
青
会
の
活
動
に
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
は
、

11
月
9
日
に
「
も
の
づ
く
り
委
員
会
」
と
合
同
で
Ｍ
Ｕ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
出
席
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
は
、

Ａ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
勉
強

会
や
行
事
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

緑
青
会
コ
ー
ナ
ー

　7
月
21
日
・
22
日
に
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し 

た
。　当

日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
阪
駅
・
モ
ー

ド
学
園
前
に
集
合
し
、
貸
切
り
の
バ
ス
に
乗
り

ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
る
と
以
前
、
伊
勢
方
面
に

旅
行
し
た
時
の
運
転
手
さ
ん
に
今
回
も
偶
然
乗

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
旅
行
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　一
日
目
は
倉
吉
で
昼
食
に
「
名
物
も
ち
し
ゃ

ぶ
」
を
食
べ
た
あ
と
、
玉
川
沿
い
に
並
ぶ
白
壁

土
蔵
群
の
建
物
を
見
な
が
ら
落
ち
着
い
た
風
情

の
あ
る
街
並
み
を
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ

ス
で
一
日
目
の
メ
イ
ン
で
あ
る
三
徳
山
三
佛
寺
に

移
動
し
、
投
入
堂
を
め
ざ
し
て
登
山
の
開
始
で

す
。
三
徳
山
は
修
行
の
山
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ

り
、
岩
や
ク
サ
リ
を
持
っ
て
よ
じ
登
っ
て
い
く
よ

う
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
登
山
で
し
た
。
昨
年
の
富

士
登
山
よ
り
も
山
道
は
険
し
く
ハ
ー
ド
な
も
の

で
し
た
。
文
殊
堂
や
地
蔵
堂
を
す
ぎ
る
と
、
投

入
堂
の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
険
し
い
道
を

さ
ら
に
進
み
、
断
崖
絶
壁
に
建
つ
投
入
堂
を
見

て
、
そ
の
神
秘
的
な
姿
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

三
徳
山
を
下
山
し
た
あ
と
、
宿
泊
先
の
望
湖
楼

に
到
着
し
、
湖
上
に
浮
か
ぶ
露
天
風
呂
に
入
り
、

美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　二
日
目
は
早
朝
よ
り
、
鳥
取
砂
丘
に
て
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
か
ら
装
着
や
操
作
の
し
か
た
を
教
え
て

も
ら
い
、
つ
い
に
飛
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
は
初
体
験
で
恐
怖
心
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
背
負
っ
て
精
一
杯
走
り
、

丘
か
ら
足
が
離
れ
た
瞬
間
、
き
れ
い
な
空
と
海

が
目
の
前
に
広
が
り
、
爽
快
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
。
何
度
も
飛
ん
で
み
た
い
そ
ん
な
気
持
ち

で
し
た
が
着
陸
後
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
背
負

っ
て
丘
を
上
が
る
の
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
で
し
た

が
充
実
し
た
体
験
で
し
た
。

　今
回
の
旅
行
は
二
日
間
と
も
盛
り
沢
山
な
体

験
で
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た
旅
行
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
企
画
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 （役員会・委員会・全体会議報告）

平
成
24
年
度
の
活
動

５
月
　
総
　
　
会
　「
石
和
川
」

７
月
　
研
修
旅
行
　「
鳥
取
県
」

１１
月
　
セ
ミ
ナ
ー
　「
Ｍ
Ｕ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

１２
月
　
忘 

年 

会
　「
ふ
く
壱
」

３
月
　
セ
ミ
ナ
ー
　「
Ａ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
」（
予
定
）


